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本論文は，酸化クロム(Or0 2 ) および鉄 (Fe) 粉末に関する研究をまとめたもので，序論，本論 2
編および総括より構成されている。
序論では，本研究の目的，背景および方針について述べている。
第 1 編では， Or0 2粉末の高保磁力化の基礎となる Or0 2微粒子の成長機構およびOr0 2微細化の作用
をもっ添加剤の探索とその挙動について述べている。
Or0 3 を水熱処理して Or0 2粉末を合成する方法に関して ， Or0 2 の高保磁力化に効果のあることが知
られていた Sb 2 0 3 の Or0 2成長過程での挙動を調べ，その結果， Or0 2 の成長開始温度下で晶出したルチ
ル型 (Or0 2 と同一結晶構造)の OrSbO(微粒子を結晶核として高保磁力のOr0 2微粒子が成長すること
を確認している。
つぎに，以上の基礎的検討に基づき，更に保磁力を高くできるような添加剤の探索を行い ， W, Ta 20 5 , 
Ir(OH入がOr0 2 の高保磁力化の効果を示すことを明らかにしている。この中，特に Ir(0 H)3の効果は
顕著で，非常に微細な結晶核が品出するため， Sb 2 0 3添加にくらべて約 2 倍の保磁力 (--10500e) の
Or0 2粉末が得られることを認めている。
第 2 編では ， Fe磁性粉末の高保磁力化と微細化に伴なう耐食d性の向上について検討した結果を述べ
ている。






さらに，合金化による Fe粉末の耐食性向上法について検討している。その結果， Ruで・合金化した Fe







る必要がある。 Cr0 2 と Fe磁性粉末は磁性粉体として良く使用されているが，これらは飽和磁化は高い
が保磁力が低いという問題点があり，また， Fe磁'性粉末については酸化安定性が悪いという欠点がある。
本論文は，このような状況打開のため， Cr0 2 , Fe磁性粉末の高保磁力化と Fe磁性粉末の酸化安定性
向上を意図したものであり，その成果を要約するとつぎのようであるO
(1) 高保磁力の針状Cr0 2微粒子の成長機構を明らかにし，この基礎研究結果を基に ， Ir(OH\ を添加
すると従来の約 2 倍の保磁力をもっ針状Cr0 2微粒子が得られることを明らかにしている。
(2) 高保磁力の針状Fe微粒子の合成法について調べ，シリコンオイルで表面処理した α-FeOOH を水
素還元することにより，高保磁力の Fe微粒子を合成している。また， α-FeOOH表面に吸着したシ
リコンオイルはSiO に変化し，この SiOが Fe粉末の形状を維持する効果をもつことを明らかにしてい
る。
(3) 針状Fe微粒子をトルエン中で徐酸化することにより Fe表面に撤密な酸化鉄層が形成され， Fe粉
末の酸化安定性が向上することを見いだしている。さらに Fe粉末に少量の Ruを固溶させると， Fe の
選択酸化により酸化鉄層の下に Ru富化層が形成され，極めて酸化安定性の高い Fe-Ru合金粉末が
得られることを明らかにしている。
本研究で開発された Cr0 2 および、Fe粉末は，オーディオ，ビデオ，コンピューター用の磁気テープ，
フロッピーディスクに応用されている。
以上のように，本論文は基礎研究で得た知見を基に磁気記録媒体用磁性粉末の高保磁力化に成功して
おり，材料化学および電子工業に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと232める。
